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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、非ヒストン染色体高移動度群（HMG）タンパク質ファミリーに属するタンパク質をコードしています。HMGタンパク質は構造因子として機能し、エンハンサーソームの必須構成要素です。このタンパク質は構造DNA結合ドメインを有し、転写調節因子として作用する可能性があります。粘液性脂肪肉腫に関連するこの遺伝子の欠失、増幅、および再配列が同定されたことから、脂肪形成および間葉系分化における役割が示唆されています。マウスにおける対照遺伝子のノックアウト研究では、この遺伝子が食事誘発性肥満に関与していることが示されました。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられています。
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	HepG2 細胞株溶解物 (35 μg/レーン) における HMG2 抗体のウェスタン ブロット分析。これは、HMG2 抗体が HMG2 タンパク質 (矢印) を検出したことを示しています。

